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塩
田
光
喜

沈
み
ゆ
く
島
─々
地
球
温
暖
化
の
中
の
オ
セ
ア
ニ
ア

C
he strazio, oim

e, che sm
ania!

C
he inferno! che terror!

何
と
い
う
責
め
苦
、
あ
あ
も
う
、
何
と
い
う
狂
お

し
さ
！

何
と
い
う
地
獄
！
何
と
い
う
恐
怖
！

ダ・ポ
ン
テ
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
『
ド
ン・ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
』（
小
瀬
村
幸
子
訳
、
音
楽
之
友
社
、

二
〇
〇
三
年
）。

●
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
計
画
か
ら
気
候
変

動
と
の
戦
い
へ

　

世
界
の
開
発
の
指
令
塔
で
あ
る
国
連
開
発
計
画

（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
は
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
七
日
、

二
〇
〇
七
年
版
『
人
間
開
発
報
告
書
』
を
発
表
し

た
。
そ
れ
を
手
に
し
た
読
者
は
驚
愕
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

そ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
気
候
変
動
と
の
戦
い―

分
断
さ
れ
た
世
界
で
試
さ
れ
る
人
類
の
団
結
」
で

あ
る
。

　

そ
の
異
色
の
報
告
書
に
は
冒
頭
に
、
こ
れ
も
、

こ
れ
ま
で
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
と
は
全
く
異

な
っ
た
ト
ー
ン
で
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・

キ
ン
グ
牧
師
の
言
葉
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
い
ま
私
た
ち
の
目
の
前
に
は
、
き
わ
め
て
緊

急
性
を
要
す
る
問
題
が
あ
り
ま
す
。（
略
）
対
策

が
遅
れ
れ
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。（
略
）
野
ざ
ら
し
に
な
っ
た
白
骨

の
山
と
数
知
れ
な
い
文
明
の
瓦
礫
の
上
に
、
痛
ま

し
い
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
手
遅
れ
』
と

い
う
言
葉
が
」

　

き
わ
め
て
鋭
い
警
告
の
言
葉
で
あ
る
。
一
体
、

報
告
書
の
著
者
は
何
を
我
々
に
訴
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
二
一
世
紀
初
め
に
生
き
る
私
た
ち
も
同
様
に
、

『
き
わ
め
て
緊
急
性
』
を
要
し
、
現
在
の
み
な
ら

ず
未
来
を
も
左
右
す
る
危
機
に
直
面
し
て
い
る
」

と
報
告
書
の
著
者
は
我
々
に
告
げ
る
。「
そ
の
危

機
と
は
、
気
候
変
動
で
あ
る
。」

　

そ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
緊
急
性
を
要
す
る
問
題
な
の

か
。

　
「
危
機
を
回
避
す
る
た
め
に
世
界
に
与
え
ら
れ

た
時
間
は
、
一
〇
年
も
な
い
。」

　

著
者
は
続
け
て
、「
気
候
変
動
は
、
人
間
の
自

由
を
蝕
み
、
選
択
肢
を
狭
め
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、

人
類
の
進
歩
を
通
じ
て
未
来
が
過
去
よ
り
明
る
い

も
の
に
な
る
と
い
う
啓
蒙
主
義
的
前
提
を
揺
る
が

せ
て
し
ま
う
」
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、「
い
ま
私
た
ち
は
、
遠
く
な
い
将
来

に
人
間
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
く
後
退
す
る
か

も
知
れ
な
い
と
い
う
兆
候
を
目
の
あ
た
り
に
し
て

い
る
」
と
た
た
み
か
け
る
。

　

一
体
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
に
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
二
一
世
紀
に
入
る
直
前
、
二
〇
〇
〇

年
の
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
掲
げ
た
ば
か
り
で
は
な
い
の
か
。

　

ミ
レ
ニ
ア
ム
。
こ
の
言
葉
は
英
語
で「
千
年
紀
」

を
意
味
す
る
語
で
あ
る
（
我
々
は
二
〇
〇
一
年
か

ら
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
第
三
千
年
紀
に
入
っ
て
い

る
）
と
同
時
に
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
「
千
年

王
国
」、「
至
福
千
年
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
千
年
王
国
」。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
非
ざ
る

者
に
は
耳
慣
れ
な
い
異
様
な
概
念
は
、『
旧
新
約

聖
書
』
の
掉
尾
を
飾
る
幻
想
的
預
言
の
書
「
ヨ
ハ

ネ
黙
示
録
」
に
淵
源
す
る
。

　
「
黙
示
録
」
の
著
者
、
パ
ト
モ
ス
の
聖
ヨ
ハ
ネ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
界
の
終
末
、
す
な
わ
ち
、
ハ

ル
マ
ゲ
ド
ン
（
世
界
最
終
戦
争
）
と
最
後
の
審
判

の
前
に
、
一
〇
〇
〇
年
間
、
信
徒
達
が
キ
リ
ス
ト

と
と
も
に
こ
の
世
界
を
統
治
す
る
。「
彼
ら
は
神

と
キ
リ
ス
ト
と
の
祭
司
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
と
と

も
に
一
〇
〇
〇
年
の
間
、
統
治
す
る
。」（
参
考
文

献
①
、20.6

）
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そ
し
て
、
パ
ト
モ
ス
の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
こ
の
黙
示

は
古
代
・
中
世
・
近
世
を
通
し
、
今
日
に
至
る
ま

で
も
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
想
像
力
を
喚
起
し
、

そ
の
精
神
を
魅
惑
し
て
き
た
。

　

聖
ヨ
ハ
ネ
の
預
言
は
そ
の
聴
衆
の
一
人
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
最
初
の
教
父
エ
イ
レ

ナ
イ
オ
ス
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
夢

幻
的
豊
饒
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
ん
だ
。

　
「（
一
本
の
ぶ
ど
う
の
樹
）
そ
れ
ぞ
れ
に
一
万
の

若
枝
が
の
び
、
そ
の
若
枝
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

一
万
の
小
枝
が
の
び
、
そ
の
小
枝
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
一
万
の
房
が
つ
き
、
そ
の
房
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
一
万
の
ぶ
ど
う
の
実
が
な
る
よ
う
な
ぶ
ど
う

の
実
か
ら
二
五
メ
ト
ゥ
レ
ー
テ
ー
ス
の
酒
が
採
れ

る
時
代
が
や
っ
て
く
る
。
聖
徒
た
ち
の
誰
か
が
そ

の
ひ
と
房
を
も
ぎ
取
ろ
う
と
す
れ
ば
、
他
の
ひ
と

房
が
こ
う
叫
ぶ
だ
ろ
う
。『
私
の
ほ
う
が
美
味
で

あ
る
か
ら
、
私
を
も
い
で
く
だ
さ
い
。
私
を
食
べ

て
主
に
感
謝
し
な
さ
い
。』」（
参
考
文
献
②
、

三
三
ペ
ー
ジ
）

　

我
々
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を

こ
う
し
た
西
洋
キ
リ
ス
ト
教
の
千
年
王
国
（
な
い

し
は
至
福
千
年
）
観
念
の
豊
饒
の
イ
メ
ー
ジ
を
下

敷
き
に
し
て
読
み
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
達
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
始

ま
っ
た
新
た
な
千
年
紀
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
）
を
至
福

の
一
〇
〇
〇
年
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
）
と
し
て
構
想
し

た
の
で
あ
る
。

　

事
実
、
二
一
世
紀
最
初
の
数
年
は
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

と
呼
ば
れ
る
国
々
で
爆
発
的
な
経
済
成
長
が
始
ま

り
、
そ
の
波
及
効
果
に
よ
っ
て
、
独
立
以
来
数
十

年
、
経
済
的
に
停
滞
し
て
い
た
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア

フ
リ
カ
諸
国
や
太
平
洋
島
嶼
国
家
に
お
い
て
も
年

率
五
％
を
こ
え
る
成
長
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア
（
多
幸

症
）
的
数
年
の
中
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
貧
困
撲
滅
を
は

じ
め
と
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
達
成
に
向

か
っ
て
世
界
は
進
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。

　

そ
れ
が
な
ぜ
、
二
〇
〇
七
年
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
『
人

間
開
発
報
告
書
』
は
突
然
、
危
機
を
叫
び
始
め
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
長
調
か
ら
短
調
へ
の
転
調
と
も
呼

ぶ
べ
き
こ
の
転
換
の
引
き
金
を
弾
い
た
の
は
、

二
〇
〇
七
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）

の
第
四
次
報
告
書
で
あ
っ
た
。

　
「
そ
の
結
論
は
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
や

す
い
、か
な
り
抑
制
さ
れ
た
も
の
」（
参
考
文
献
③
、

三
八
ペ
ー
ジ
）
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
四
次
報
告
書
は
全
世
界
に
衝
撃
波
を

放
っ
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
、
山
本
良
一

氏
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
の
要
約
に
よ
れ
ば
、
そ
の

基
本
的
論
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
気
候
シ
ス
テ
ム
に
温
暖
化
が
起
こ
っ
て
い
る

と
断
定
す
る
と
と
も
に
、
人
為
起
源
の
温
室
効
果

ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
）
の
増

加
が
温
暖
化
の
原
因
と
ほ
ぼ
断
定
。
／
二
〇
世
紀

後
半
の
北
半
球
の
平
均
気
温
は
、
過
去
一
三
〇
〇

年
間
の
う
ち
で
最
も
高
温
。（
以
下
略
）
／
過
去

一
〇
〇
年
間
に
、
世
界
平
均
気
温
が
長
期
的
に

〇・
七
〇
℃
（
一
九
〇
六
～
二
〇
〇
五
年
）
上
昇
。

最
近
五
〇
年
間
の
温
度
上
昇
速
度
は
過
去
一
〇
〇

年
の
ほ
ぼ
二
倍
。
す
な
わ
ち
温
暖
化
は
加
速
し
て

い
る
。
／
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
石
炭
、
石
油
な

ど
）
を
重
視
し
つ
つ
、
高
い
経
済
成
長
を
実
現
す

る
社
会
で
は
、（
二
一
世
紀
末
の
気
温
上
昇
は
）

約
四
℃
（
二・
四
～
六・
四
℃
）
と
予
測
」（
参
考

文
献
③
、
三
九
ペ
ー
ジ
）。

　

そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
ポ
イ
ン
ト
・
オ
ブ
・

ノ
ー
リ
タ
ー
ン
（
臨
界
点
）
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

さ
れ
る
の
が
、
産
業
革
命
前
に
比
べ
二
度
上
昇
し

た
時
だ
と
さ
れ
る
（
参
考
文
献
③
、五
七
ペ
ー
ジ
）。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
後
、
地
球
温
暖
化
が
不
可
逆

的
に
進
行
し
、
い
か
な
る
手
段
を
講
じ
て
も
止
ま

ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

山
本
良
一
氏
に
よ
れ
ば
、「
二
〇
一
六
年
に
な

る
と
二
℃
突
破
の
確
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
事
態

と
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
」。「
二
〇
〇
七
年
時

点
で
私
た
ち
に
残
さ
れ
て
い
る
時
間
は
あ
と
一
〇

年
も
な
い
」（
参
考
文
献
③
、
五
七
ペ
ー
ジ
）。

　

我
々
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
の
二
〇
〇
七
年
『
人
間
開
発

報
告
書
』
に
お
い
て
、
や
は
り
「
危
機
を
回
避
す

る
た
め
に
世
界
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
一
〇
年
も

な
い
」
と
告
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
地
球
が
温
暖
化
す
る
と
、
地
球
生
命

系
（
そ
し
て
、
そ
の
中
で
生
息
し
て
い
る
人
類
）

に
と
っ
て
何
が
不
都
合
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
報
告
書
に
よ
れ
ば
「
未
来
の
地
球
の

気
候
は
劇
的
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
」
お
り
、「
こ

う
し
た
現
象
は
予
測
不
可
能
で
、
地
球
環
境
の
破

局
へ
の
扉
を
開
き
、
や
が
て
人
類
の
居
住
不
可
能
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な
土
地
が
広
が
り
、
国
々
の
経
済
的
繁
栄
の
土
台

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。

　
「
す
べ
て
の
国
家
と
民
族
が
た
っ
た
一
つ
し
か

な
い
地
球
の
同
じ
大
気
を
共
有
し
て
い
る
」（
参

考
文
献
④
、四
ペ
ー
ジ
）
が
、「
か
つ
て
マ
ハ
ト
マ・

ガ
ン
ジ
ー
は
、
イ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
産

業
化
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
地
球
が
あ
と
い
く
つ

必
要
な
の
か
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
」（
同
、
五

ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。
そ
の
答
え
は
「
世
界
の
す
べ

て
の
人
類
が
一
部
の
先
進
国
の
人
々
と
同
じ
ペ
ー

ス
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
吐
き
出
す
と
す
れ
ば
、
地

球
が
九
つ
必
要
に
な
る
」（
同
、
五
ペ
ー
ジ
）
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
持
続
可
能
な
発
展
」（sustainable devel-

opm
ent

）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
六
五
億
人

を
こ
え
る
人
類
が
先
進
国
並
み
の
生
活
水
準
を
享

受
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
は
端
的
に
持
続
不
可
能

（unsustainable

）
な
の
で
あ
る
。

　

山
本
良
一
氏
に
よ
れ
ば
一
人
当
た
り
の
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
一
人
の
人
間
の
年

間
の
生
活
を
支
え
る
平
均
さ
れ
た
生
態
系
の
面

積
）
は
「
世
界
平
均
で
は
二・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
／

人
で
あ
り
、
こ
の
指
標
上
で
は
世
界
全
体
を
み
る

と
、
す
で
に
持
続
可
能
な
状
態
を
超
え
て
い
る
」

（
参
考
文
献
③
、
七
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。「
人
類

の
活
動
が
地
球
生
物
学
的
収
容
力
を
オ
ー
バ
ー
し

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
」（
同
、
七
七
ペ
ー
ジ
）

（「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
の
概
念

は
参
考
文
献
⑤
に
遡
る
が
、
一
般
に
は
参
考
文
献

⑥
に
よ
っ
て
普
及
し
た
）。

　
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
報
告
書
も
、
山
本
説
に
共
鳴
す
る
か

の
よ
う
に
、「
二
一
世
紀
の
炭
素
の
予
算
（
危
険

な
気
候
変
動
を
起
こ
さ
な
い
で
排
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
炭
素
の
収
支
）
は
、
早
け
れ
ば
二
〇
三
二

年
に
底
を
つ
く
可
能
性
が
あ
る
」（
参
考
文
献
④
、

一
〇
ペ
ー
ジ
）
と
言
い
、「
私
た
ち
は
持
続
不
可

能
な
量
の
負
債
を
積
み
上
げ
て
お
り
、
未
来
の
世

代
に
と
っ
て
危
険
な
気
候
変
動
を
避
け
が
た
い
も

の
に
し
つ
つ
あ
る
」（
同
、
一
〇
ペ
ー
ジ
）
と
警

鐘
を
鳴
ら
す
。

●
無
限
世
界
仮
説
の
破
綻
と
有
限
世
界

仮
説
の
復
活

　
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
報
告
書
と
山
本
良
一
氏
（
そ
し
て
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
危
機
感
を
通
底
す
る
主
題
は
「
人
類

が
生
存
し
て
い
る
こ
の
地
球
生
態
系
は
有
限
な
も

の
で
あ
り
、
人
類
の
技
術
文
明
、
経
済
活
動
は
地

球
環
境
の
有
限
性
を
突
破
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
う

公
理
命
題
で
あ
る
。

　

広
大
な
宇
宙
空
間
の
中
で
地
球
の
生
命
は
大
気

圏
と
い
う
地
球
表
面
を
覆
う
薄
い
皮
膜
に
包
ま
れ

て
生
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
上
に
生
き
て
い
る

人
間
か
ら
見
れ
ば
限
り
な
く
高
い
天
井
の
よ
う
に

見
え
る
が
広
大
な
宇
宙
空
間
か
ら
見
れ
ば
本
当
に

薄
い
皮
膜
に
す
ぎ
な
い
。

　

こ
の
有
限
性
の
認
識
が
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
報
告
書
の
危

機
感
を
理
解
し
共
有
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
。

　

近
代
文
明
は
そ
れ
ま
で
の
世
界
観
に
革
命
的
転

換
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
柱
の
一
つ
が
無
限
性

の
導
入
で
あ
っ
た
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス・ブ
ル
ー
ノ・

ケ
プ
ラ
ー
・
デ
カ
ル
ト
ら
の
科
学
革
命
に
よ
っ
て
、

宇
宙
は
無
限
の
広
が
り
を
持
つ
に
至
っ
た
。
中
世

人
の
心
性
を
有
し
て
い
た
パ
ス
カ
ル
は
「
こ
の
無

限
の
宇
宙
と
い
う
概
念
が
私
を
怖
れ
さ
せ
る
の

だ
」
と
告
白
し
て
い
る
。

　

こ
の
無
限
性
の
仮
説
が
近
代
文
明
が
そ
の
軌
道

を
走
る
公
理
と
な
っ
て
き
た
。

　

産
業
革
命
と
そ
れ
が
産
み
出
し
た
資
本
主
義
経

済
も
、
こ
の
無
限
性
の
仮
説
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

産
業
革
命
の
最
大
の
発
明
は
化
石
燃
料
（
ま
ず

は
石
炭
、そ
し
て
後
に
は
石
油
）か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
解
き
放
つ
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ワ
ッ
ト
の
名
に
結
び
つ
け
ら
れ

る
こ
の
革
新
は
、「
火
」
の
使
用
に
匹
敵
す
る
人

類
史
の
新
段
階
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
人
類
の
活
動
を
人
力
や
動
物
の
力
の
軛
か
ら

解
き
放
っ
て
、
巨
大
な
生
産
力
を
産
み
出
し
た
。

そ
し
て
、
化
石
燃
料
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
手
に
し
た

西
洋
人
は
「
無
限
の
進
歩
」
と
い
う
多
幸
症
的
世

界
観
を
抱
く
に
至
っ
た
。

　
「
商
業
や
雇
傭
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
量
を

固
定
さ
れ
、
国
家
に
よ
っ
て
指
導
・
統
制
さ
れ
る

も
の
だ
と
い
う
観
念
（
有
限
性
仮
説
）
が
、
自
由

な
発
展
し
行
く
経
済
に
お
い
て
は
進
歩
は
何
も
の

に
も
制
約
さ
れ
な
い
と
い
う
思
想（
無
限
性
仮
説
）

に
遂
に
屈
服
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
こ
の
書
物
（
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』）

の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」（
参
考
文
献
⑦
、

三
二
ペ
ー
ジ
）。

　

ワ
ッ
ト
と
ス
ミ
ス
は
と
も
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
「
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
会
」
の
会
員
で
あ
り
、
彼

ら
に
共
通
す
る
思
想
は
「
自
然
に
は
内
在
す
る
力

が
あ
り
、
地
球
も
動
植
物
も
人
類
も
進
歩
発
展
し
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て
き
た
も
の
で
、
そ
の
内
在
す
る
力
を
で
き
る
限

り
開
発
し
て
人
類
の
幸
福
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

思
想
で
あ
っ
た
」（
参
考
文
献
⑧
、
二
七
三
～

二
七
四
ペ
ー
ジ
）。

　

開
発
と
進
歩
の
思
想
は
こ
こ
、
一
八
世
紀
後
半

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
淵
源
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
「
開
発
と
進
歩
」
の
思
想
は
一
九
世

紀
、
二
〇
世
紀
を
通
し
て
、
世
界
（
少
な
く
と
も

資
本
主
義
化
し
た
西
洋
近
代
世
界
）
を
支
配
し
て

き
た
が
、
そ
れ
に
疑
問
符
を
投
げ
か
け
た
の
は

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
現
れ
た
資

本
主
義
的
「
開
発
と
進
歩
」
の
思
想
へ
の
懐
疑
で

あ
っ
た
。
当
時
、
バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー

に
よ
っ
て
「
宇
宙
船
地
球
号
」
と
い
う
有
限
世
界

観
に
た
つ
概
念
が
出
現
し
、
ま
た
、
一
九
六
八
年

に
結
成
さ
れ
た
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
は
一
九
七
二
年

に『
成
長
の
限
界
』と
い
う
報
告
書
を
出
し
て
、「
開

発
と
進
歩
」
の
思
想
に
対
す
る
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ

を
提
出
し
た
。

　

が
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
一
九
七
七

年
、
イ
ギ
リ
ス
首
相
と
な
り
、
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

ガ
ン
が
一
九
八
一
年
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
な
っ

て
、
新
自
由
主
義
経
済
学
に
則
っ
て
、
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
経
済
政
策
を
採

用
す
る
と
「
宇
宙
船
地
球
号
」
や
「
成
長
の
限
界
」

が
提
示
し
た
「
開
発
と
進
歩
」
へ
の
懐
疑
は
か
き

消
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
と
な
っ
た
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
「
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
唱
え
、
資
本
主
義
経
済
を

そ
れ
ま
で
の
西
洋
資
本
主
義
圏
か
ら
、
開
発
途
上

国
へ
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
始
め
る
。
そ
の
中
か
ら
、

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
呼
ば
れ
る
新
興
工
業
国
家
群
が
台

頭
し
、
二
一
世
紀
の
最
初
の
数
年
は
、
世
界
経
済

の
成
長
率
が
五
％
を
超
え
る
と
い
う
空
前
の
好
況

を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
「
開
発
と
成
長
」
を
ド
グ
マ
と
す
る

世
界
資
本
主
義
の
独
走
に
、
再
び
、
決
定
的
な
形

で
制
止
を
か
け
た
の
が
二
〇
〇
七
年
二
月
の
Ｉ
Ｐ

Ｃ
Ｃ
の
第
四
次
報
告
書
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
再
び
、
地
球
生
命
系
の
有
限
性
を
訴
え
、

人
類
の
技
術
文
明
と
資
本
主
義
経
済
が
、
そ
の
有

限
性
を
突
き
破
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
警
告
を

発
し
た
の
で
あ
る
。

●
地
球
温
暖
化
の
兆
候
と
し
て
の
海
面

上
昇
と
島
々
の
沈
下

　

地
球
温
暖
化
の
最
も
見
易
い
現
れ
は
、
海
面
上

昇
で
あ
る
。
極
地
圏
が
温
度
上
昇
を
す
れ
ば
、
南

極
大
陸
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
が
融
け
て
、

そ
の
水
が
海
に
流
れ
込
む
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

一
七
日
の
ロ
イ
タ
ー
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
昨
夏
、

北
極
圏
の
気
温
は
通
常
の
水
準
を
五
度
も
上
回
っ

た
と
い
う
）。

　

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
海
水
が
膨
張
す
る
。

　

そ
の
結
果
、
海
面
が
上
昇
す
る
。
太
平
洋
の

島
々
、
と
り
わ
け
、
海
抜
数
メ
ー
ト
ル
以
下
の
環

礁
島
は
そ
の
影
響
を
モ
ロ
に
か
ぶ
る
こ
と
に
な
る
。

女
優
の
藤
原
紀
香
さ
ん
が
リ
ポ
ー
ト
し
て
、
日
本

中
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
、
太
平
洋
の
環
礁
国
ツ

バ
ル
の
水
没
の
危
機
は
「
そ
の
一
例
」
で
あ
る
。

　
「
一
例
で
あ
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
太
平
洋
の

島
々
の
い
た
る
所
に
、
そ
う
し
た
海
面
上
昇
に
よ

る
海
岸
線
の
後
退
、
潮
位
上
昇
や
高
潮
に
よ
る
塩

害
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
集
落
や
畑
の
放
棄
と

い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

私
が
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
新
聞
を
読
む
だ
け
で
も
、
海
面
上
昇
が
人
間

の
生
息
に
厳
し
い
試
練
を
課
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

二
〇
〇
八
年
九
～
一
〇
月
の
二
カ
月
の
記
事
を

読
む
だ
け
で
も
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け

る
海
面
上
昇
に
よ
る
環
境
危
機
が
急
速
に
進
行
し

て
い
る
こ
と
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

九
月
一
六
日
の
『
ザ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙
に
よ

れ
ば
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
最
北
部
に
位
置
す
る

カ
ー
テ
レ
ッ
ト
環
礁
の
島
民
が
、
八
〇
キ
ロ
離
れ

た
ブ
ー
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
島
（
山
本
五
十
六
元
帥
搭
乗

機
が
撃
墜
さ
れ
た
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
）
に
移

住
を
開
始
す
る
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
、

八
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
確
保
し
た
と
い
う
報

を
つ
た
え
て
い
る
。
カ
ー
テ
レ
ッ
ト
諸
島
は
二
〇

年
前
か
ら
海
面
上
昇
と
戦
っ
て
き
た
が
、
一
〇
年

以
内
に
水
面
下
に
沈
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ
る
。

海
面
上
昇
に
よ
る
、
世
界
で
初
め
て
の
移
住
で
あ

る
。
移
住
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
始
ま
り
二
〇
二
〇

年
に
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

海
面
上
昇
は
環
礁
島
を
沈
め
て
し
ま
う
ば
か
り

で
は
な
い
。

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
海
岸
の
村
々
は
、
海

岸
線
の
後
退
に
よ
る
居
住
地
や
畑
地
の
喪
失
に
直

面
し
て
い
る
。

　

首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
近
郊
の
村
、
ポ
レ
バ

ダ
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
墓
地
だ
っ
た
土
地
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が
今
で
は
海
中
に
没
し
た
。
村
人
に
よ
れ
ば
、

「
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
頃
は
、
こ
の
墓
地
は
海

岸
線
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
、
内
陸
に
あ
っ
た
。

だ
が
、
今
は
、
ご
覧
の
よ
う
に
海
岸
線
は
墓
地
を

こ
え
て
し
ま
っ
た
」。

　

ま
た
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
岸
、
マ
ダ
ン
州

シ
ア
ル
地
区
も
海
岸
線
を
急
速
に
失
い
つ
つ
あ
る
。

　
「
異
常
な
力
を
持
っ
た
巨
大
な
波
が
我
々
の

ビ
ー
チ
を
守
っ
て
い
た
石
壁
と
防
風
林
だ
っ
た
ヤ

シ
の
樹
を
浸
食
し
て
い
る
」と
地
元
住
民
は『
ザ・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
紙
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル

記
者
に
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
南
岸
、
パ
プ
ア

湾
に
面
し
た
ガ
ル
フ
州
の
海
岸
の
村
々
も
高
潮
に

よ
る
塩
害
で
家
と
畑
を
捨
て
て
、
内
陸
へ
と
移
動

を
始
め
て
い
る
。

　

言
っ
て
お
く
が
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
総

面
積
四
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
岸
と
南
岸

は
五
〇
〇
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
広
範
囲
に
わ
た
る
海
進
を
統
一
し
て

説
明
し
得
る
唯
一
の
仮
説
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る

海
面
上
昇
の
み
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
、
大
阪
学
院
大
学
の
小
林
泉
教
授
の

『
国
際
開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
〇
八
年
八
月
号

に
お
け
る
エ
ッ
セ
ー
で
は
、
ツ
バ
ル
が
沈
み
つ
つ

あ
る
の
は
、
住
居
や
行
政
関
連
施
設
な
ど
で
「
重

量
オ
ー
バ
ー
だ
か
ら
」（
同
誌
、
三
七
ペ
ー
ジ
）

だ
そ
う
で
あ
る
。
荒
唐
無
稽
の
説
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
四
次
報
告
書
発
行

と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
後
、
地
球

温
暖
化
と
そ
の
原
因
を
め
ぐ
っ
て
は
、
侃
々
諤
々

の
論
争
が
く
り
広
げ
ら
れ
、
ト
ン
デ
モ
本
、
ト
ン

デ
モ
論
文
の
類
も
量
産
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
我
々
人
類
に
は
荒
唐
無
稽
の
ト
ン
デ
モ

本
や
、
ト
ン
デ
モ
論
文
を
も
て
あ
そ
ぶ
余
裕
は
な

い
。

　

先
日
、
日
本
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子
は
講
演
で
、「
地
球
は
生
き
残
り
を
か

け
た
戦
い
に
直
面
し
て
い
る
。
金
融
危
機
が
最
大

の
関
心
に
な
る
の
は
当
然
で
も
、
気
候
変
動
問
題

か
ら
目
を
そ
ら
す
こ
と
は
危
険
だ
。
気
候
変
動
の

影
響
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
」
と
訴
え
た
と
い

う
（『
産
経
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
八
日
）。

私
は
藤
原
紀
香
さ
ん
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
を
支

持
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

地
球
温
暖
化
と
の
闘
い
に
お
い
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一
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と
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る
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あ
る
。
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し
お
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つ
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／
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